
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ま .有事法制の .有事法制の概要についてま .資料に引きずられることのないよ .防衛に関する欄 査
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(防鰍欄 陀衛 白劃 )
6.地歴・公民科教育における本授業の意義と珊革
①「平和を望むなら戦争を理解せよ」
有事諭とは戦争論であり、わが国においてはまと
もに有事を論じることが忌避される場合もあったが、
冷戦後も国際的緊張が継続し、わが国においても周
辺事態法制定以来J有事関連法案が成立している現
実がある。「平和を望むなら戦争を理解せよ」という
ある戦略思想家の言葉があるが、わが国にとって有
事とは何なのかという難問を、国民が自分の間頓と
して、考えざるを得な川寺が来ている。 価値論に振
りまわされず冷静に向き合うことから始め、国民が
主体的に平和維持に取組むことが求められている。
また、学習指導変額の地理歴史「内容の取り扱い」
(3)には、「近現代史の指導に当たっては、客観的か
つ公正な資料に基づいて、事実の正確な理解に導く
ようにするとともに、多面的・多角的に考察し公正
に判断する能力を育成する」とある。 その意味でも、
有事法制をテーマに授業をづくりを行うことは、大
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いに現代的意味をもつが、それだけに内包する課複
も多いo
②本授業の意義と課榎
本授業の意義として、まず生徒に憲法を考えさせ
る好材料となっている点があげられる。 有事法制研
究段階及び制定後も、政柵ま「憲法の範囲内」とい
うことを強調するが、果たしてそうなの恥特に9
条第1項が空文化され、基本的人権が侵害されるこ
とはないのか、公共の福祉と人権制限の間者もある。
議論が分かれるところであろう。
そして、日米槻係を考えさせることもできるo「米
軍-の支援」とは、米の世界戦略-の従属となるか
どうれ国酎青勢蘭識が問われる問題であるo
最後に、これは課題でもあるが、歴史感覚を養い、
歴史的思考力を培うよい機会とすべきである。 戦前
の国家総動員法は、∴連の有事法制の一つの到達点
と考えられるが、戦前と戦後の両方を有事法制とい
う視点から比較・考察して、生徒自身が歴史的位置
付けを行い、現代を考えるならば、近現代史授業と
して大きな意義を持つはずである。
しかし、裸哲もある。 生徒に自分の問題として捉
えさせ得るかどうかである。 また、そのため無闇に
倒触感を煽っても適切ではなし㌔高度に政治的な間
接であるが、自由な発言の中に冷静な判断が行える
ような工夫が必要である。 そして、もちろん指導す
る教師は、特定のイデオロギーを押し付けてはなら
ない。酷布資料や発言においても価値め中立性が求
められる。考え判断するのは生徒であり、教師は生
徒の主体的な取り組みを援助する姿勢に徹すること
ができるかどうかである. Lまた授業目的に関して、
保護者-の説明と諒解が必要になる場合もあるであ
ろう。配慮すべき開溝を含んでいるo
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